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図 1 非運動群とサッカー群における CTX, NTx,
Dpyr の比較
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【背景】

スポーツのなかで関節軟骨の破壊・消耗が激しいサッ

カーでは，膝関節に故障を抱える選手が多く，選手本人た

ちの主観的な訴えだけでなく，膝関節の状態を客観的に評

価できるマーカーの開発が待たれている．一方，関節軟骨

成分が破壊される変形性関節症（OA）では，型コラー

ゲン C 末端テロペプチド（CTX）をはじめ種々のバ

イオマーカーが病態と相関することが示されている．

【目的】

本研究では，変形性関節症の病態評価に使われている軟

骨型コラーゲン分解マーカー CTX，同じく軟骨

型コラーゲン分解マーカー C2C，軟骨型コラーゲン合

成マーカー CPII，骨型コラーゲン分解マーカー NTx，

同じく，骨型コラーゲン分解マーカー Dpyr（デオキシ

ピリジノリン）を用いて大学サッカー選手を対象として解

析し，膝関節に故障を抱える選手本人たちの主観的な訴え

だけでなく，膝関節の状態を客観的に評価できるマーカー

の開発を目的にするとともに，軟骨保護作用のあるグルコ

サミンの効果についても検討した．

【方法】

順天堂大学スポーツ健康科学部サッカー部の学生21名と

運動しない学生10名を対象として，2 番尿を用いて，

CTX，CP，NTx，デオキシピリジノリンを ELISA

法で測定しクレアチニン値で補正した．さらに，サッカー

選手に Dグルコサミン塩酸塩（以下，グルコサミン）を

3 ヶ月間（1.5 g あるいは3.0 g/日）摂取させた後に，CTX

，CP，NTx，デオキシピリジノリンを測定した．

【結果および考察】

サッカー選手は非運動群に比べ，CTXと NTx，デ

オキシピリジノリンが有意に高く，軟骨・骨代謝が亢進し

ていることが示唆された（図 1）．また，CPもサッカー

選手で高いことがわかり，運動による型コラーゲン合成

の増加が示唆された．

さらに，サッカー選手にグルコサミンを 3 ヶ月間摂取さ

せたところ，CTXは有意に低下したが，摂取の中止で

も元に戻る傾向がみられた（図 2）．一方，CP，NTx，

デオキシピリジノリンはグルコサミン摂取によっても，ま

た中止によっても大きな変化はなかった．
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図 2 サッカー選手の関節マーカーに及ぼすグルコサ

ミン投与の効果
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【結論】

今回，軟骨・骨代謝マーカーを用いてサッカー選手を対

象として解析した結果，

サッカー選手は非運動群に比べて，CTXと NTx,

Dpyr が有意に高く，軟骨・骨の代謝が亢進しているこ

とが示された．また，CPもサッカー選手で高いこと

から，運動による型コラーゲン合成の増加が示唆さ

れた．

さらに，サッカー選手にグルコサミンを 3 ヶ月間投与し

たところ，CTXは有意に低下した．一方，その他の

マーカーの値は維持されたまま，グルコサミン投与の有

無によってほとんど変化しなかった．

したがって，サッカー選手では骨吸収とともに軟骨代謝

が亢進しているが，グルコサミンは，型コラーゲン分

解を抑制する一方，合成を維持することによって軟骨保

護効果を示す可能性が考えられる．

以上の結果から，CTXや CPなどのバイオマー

カーを使ってサッカー選手の関節の状態をフォローするこ

とができると考えられる．
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